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短報

ホソドキツネから得られた

StγMgyZoicjes力Zα"iceハについて

堀江牧夫]）大西堂文'）小林周之2）

（平成元年４月24日掲載決定）

Keywords：Ｓｔγo"gyZoidesPJα"iceが，morphology，biology，ｆｏｘ

交通事故で入院した１頭のホンドキツネ（雄，成獣，（1974）のＳｔ７ｏ"gyZoidesPZα"icePsの値と比較した。

体重4.5kg）から子虫包蔵卵を検出した。寄生世代雌虫（寄生期雌虫）はキツネを剖検すること

糞便の濾紙培養によってフィラリア型子虫（Ｆ型子ができなかったので，犬に接種し剖検によって得られた

虫)，ラブジチス型雌，雄虫（Ｒ型雌，雄虫）を得た。こものを上記同様に処理した。また，尾部の形態，卵巣の

れらについて虫体各部を計測し，また，標準偏差と全長走行状態について詳細に観察した。

に対する百分率を,さらにα:蒜,β:姜道鬘γ：さらにF型子虫を犬および猫に接種し接種後虫卵の
籠値を求め,R…(1939,1943)および堀江ら排泄されるまでの期間,排泄された虫卵の発育期,ま
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1４５

た，剖検によって寄生期雌虫の小腸内分布をしらべた。

その結果，各期虫体の計測値，標準偏差，および百分

率はＴａｂｌｅｌのとおりである。

寄生期雌虫の形態はPhoto1,2にみられるように長い

食道をもち，尾部は肛門から尾端に向って急激に細ま

り，尾端は鈍であった。卵巣は長軸に沿って軽く捻転し

ていた・

犬および猫への接種成績はＴａｂｌｅ２にみられるように

年齢，'性別，体重および接種数に関係なく，犬では接種

後８～10日目，猫では７～９日目に糞便の塗抹法または

濾紙培養法によって感染の成立を確認した。また，この

間に排泄された虫卵はすべて子虫包蔵卵であった．

Photo1．寄生期雌虫
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キツネからそれぞれＳｓｐを検出し，犬に接種し，また，

形態観察の結果ＳｐＪα"ice打に類似すると述べている。

今回の虫体をRogers（1939,1943）および著者ら

（1974）が自然感染犬から得たＳ､加兀ｊｃｅｐｓと比較する

とＴａｂｌｅ４のようにＲ型雄虫は体幅および食道長がやＬ

長く，Ｆ型子虫は体幅がや上大であった。寄生期雌虫は

全体的にやⅥ､さかつた。これは接種後剖検までの日数

が22～24日と短かく，発育の程度によるものと思われる。

他の計測値はいずれもこれらの範囲内にあった。

寄生期雌虫の形態学的特徴，特に尾部および卵巣の走

行状態など，また，Ｆ型子虫接種後虫卵の排泄されるま

での期間および虫卵の発育期，寄生期雌虫の小腸内分布

などの生物学的特徴はいずれも８．pZa7ziceハに一致し

た。

寄生期雌虫の小腸内分布はＴａｂｌｅ３に示すように大部

分（５７．８～100％）が上部に寄生していた。

以上のような所見から，過去におけるキツネ寄生の

St7o7zgｼZoiaes属線虫と比較したところarcticfox（Ａルー

PeMago〃s）から８.MPisPet7oひ，1940が報告されて

いるが詳細については述べられていない。ただ，寄生期

雌虫の体長は24～26ｍ，体幅48～58ノリ，食道長588～665

,ｕと小型であり，別種と思われる。有薗ら（1977）はホ

ンドキツネからＳ・ｓｐを検出したとのみの記載で終って

いる。ＫＡＭＩＹＡａｎｄＯＨＯＢＡＹＡＳＨＩ（1975）はキタキ

ツネに大小２種のＳｔ７ｏ,zgyJoideS属線虫の寄生があった

と報告している。この大型種の寄生期雌虫の計測値なら

びにβ値は今回著者らの得たＳ､ｐＪα"jcepsと類似した。

宮本ら（1978,1980,1982）は北海道の犬，猫及びキク
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! Abstract !

STUDIES ON STRONGYLOIDES PLANICEPS ISOLATED FROM

VULPES VULPES JAPONICA IN HYOGO PREFECTURE, HONSHU, JAPAN

MAKIO HORIE, TAKAFUMI OHNISHI

(Department of Veterinary Medicine, College of Agriculture,

University of Osaka Prefecture, Sakai 591, Japan)

AND

SHUSHI KOBAYASHI

(Tada Animal Hospital, Hyogo 666-01, Japan)

Eggs of Strongyloides sp. were found in fecal samples from a fox {Vulpes vulpes japonica) in Hyogo

Prefecture, Honshu, Japan.

The filariform larvae obtained in fecal filter paper culture were inoculated subcutaneously into 6 dogs

and 5 cats. Strongyloides sp. infection was established in all of these animals regardless of their age, sex,

body weight and inoculum dose. The prepatent period ranged from 8 to 10 days in dogs and from 7 to 9

days in cats.

The postmortem examination of 2 dogs and 2 cats revealed that the majority of parasitic females were

found in the upper part of the small intestine.

Measurements of the specimens at each stage were identical with those of Strongyloides planiceps.

The tail of the parasitic female abruptly narrowed just posterior to the anus. The ovaries formed loose coils

around the intestine.

On the morphological and biological characteristics, this species was identified as Strongyloides planiceps

Rogers 1943.
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